
日時：2025年5月27日 (火) 17:00～18:00 
形式：オンサイトおよび Teamsハイブリッド開催（当日参加可）

会場：広島大学霞キャンパス 凌雲棟303号室
オンラインURLはご登録後にご案内いたします。

申込：https://forms.office.com/r/tBxHet8cwV
またはQRコードからお申し込みください。

広島大学自然科学研究支援開発センター機器共用・分析部(霞) 企業共催セミナーNo.21

共用機器のさらなる活用を目的とした技術セミナーの他に、学内需要の把握等を目的とした未導入の
機器の紹介セミナーも実施していきます。 Mail: kasumikiki@ml.hiroshima-u.ac.jp

※本セミナーの申込フォームでご登録いただいた個人情報は個人情報法に基づき本セミナーの目的以外では使用いたしません。
※取得した個人情報は本セミナーの共催企業とその販売代理店とで共有されることを予めご了承ください。

個別相談会

セミナー終了後、より詳細な説明や研究計画についてのご相談を専任者が個別に面談させていただきます。

ご希望の方は 申込フォームにご記入ください。

セミナーでは、探索研究から臨床応用まで一貫したプロテ
オミクス解析のアプリケーションを提供できるOlink製品を
研究事例を交えてご紹介いたします。

また、OlinkテクノロジーがUKバイオバンク（UKB）プロジ
ェクトのパートナーとして選ばれた背景にある確かな技術
についてご説明いたします。このプロジェクトは、60万件
のサンプルを扱う世界最大のプロテオゲノミクス研究です。
このプロジェクトが、どのように科学的発見の新たなベン
チマークを設定し、精密医療における可能性を再定義して
いるかについてご説明します。

さらに、2月に発売されたばかりの新製品「Reveal」は特別
な機器や高度な専門知識を必要とせずに、プロテオミクス
をゲノミクスワークフローに組み込むことができる画期的
な製品です。

世界最大のヒトプロテオーム研究である英国バイオバンクー
製薬プロテオミクスプロジェクトにて、60万検体・5,400種類
のタンパク質の解析にOlinkを採用。
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独自のPEA技術で高感度・高特異性を実現

プロテオミクス解析は
新たな時代へ。

・タンパクでの疾患バイオマーカー研究を、網羅的な探索から絞り込んだ臨床応用まで行いたい。
・数1000以上のタンパクパネルで、ゲノム解析やトランスクリプトーム解析の結果を補完・実施したい。

こんな方にお薦め

■共催：オーリンクプロテオミクス株式会社

JapanTeam@olink.com

自然科学研究支援開発センター
機器共用・分析部（霞）
mail: kasumikiki@ml.hiroshima-u.ac.jp
tel: 082-257-1510   内線6170/6870

アジェンダと演者 佐久間裕行
オーリンクプロテオミクス株式会社 Business Development Manager

■共催：株式会社ミクセル

TEL：082-546-3939
MAIL：info@mixell.co.jp
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